平成３０年度ひまわりパーク上牟田事業報告
【　事業概要　】

平成３０年度は、昨年から継続した生活介護・就労継続支援事業B型・就労継続支援事業A型を実施しました。
開所以来の課題であった、生活介護とＢ型の明確な仕分が完了し、また、内勤の対応がなくなったことで、すっきりした施設体制が出来上がりました。
人事異動で主任が変わり、新しい視点でこれまでの上牟田を見直し、新しい風が吹き込みました。環境整備を始め、事務関係の整理や仕事の的確な推進等、支援員の意識改革にも大きく影響しました。若手支援員も、自ら手をあげ、前向きに意欲的に取り組むようになりました。
12月に、開所以来初めての実地指導があり、Ａ型事業に関して厳しい指摘を受けました。指摘を受け、二重三重で確認するシステムを全体で確認し、日常的な取り組みをすべて見直しました。そして、日々の取り組みを着実に推進することを全員で再確認し、「凡事徹底」の基本に立ち戻り、指摘を前向きに捉え支援を進めています。上牟田が大きく前向きに動き出した1年になりました。指摘を受けた事後処理はすべて完了しています。
10月末でひまわりパークつぼみの閉所に伴い、10月1日よりA型の動物園が上牟田へ移管する事になりました。定員の変更や動物園支援員との打合せ等も必要になってきました。更に、動物園の新施設完成に伴い清掃状況の変化や備品の整備・仕事内容の確認等も出てきました。入札によって毎年従業員の仕事場が変わるという事態を避けたい気持ちは強いのですが、新年度の入札は取れませんでした。昨年は、赤字覚悟で入札しましたが、根本的な雇用条件を見直さない限り、入札の場に立つことすら難しい状況です。
　4月当初の利用者総数は、生活介護　5名、就労継続支援事業B型　14名、就労継続支援事業A型　10名　合計29名でスタートしました。A型以外は定数を満たしていなくて、定数確保が大きな課題でした。
生活介護は開所当初に、区分の重たい方に無理を言って生活介護になっていただいた経過がありました。その為、利用者と保護者からのB型移動の要望が強く、順次B型での実習を通し、可能性を確認していきました。支援のあり方を工夫しながら生活介護からB型へ3名の方が移動されました。Ｂ型としてよく頑張っておられます。

逆に、B型の利用者であったが、高齢に伴う様々な症状の変化等で生活介護が適していると判断される方には、丁寧な説明をして生活介護へ移動してもらいました。途中、外部からの体験も複数ありましたが、契約までには届きませんでした。かーむの利用者で行動障がいを有する方１名が、２月末に入られて、５名の利用になりました。
B型は、定員確保が難しく、逆に、家の転居や体調の変化等で通勤が難しくなった方2名が途中退所されました。生活介護からB型に3名の方が移動し、つぼみから1名、新規に3名の方が入られて、最終的には18名になりました。Ｂ型は精神の方の体験や実習希望が増えてきていますが、契約までには行かないケースが３件以上ありました。メンタルの対応の難しさを痛感しています。
A型は、つぼみの閉所に伴う従業員の上牟田異動で、定員増を行政に申請しました。10名定員が14名定員になり、17名の在籍になりました。動物園が入札出来なかったので、移動班へ動物園から４名の方が異動し、１４名体制での新年度スタートになりました。
上牟田の大きな課題は、利用者と保護者の高齢化である。過去3年間で亡くな
られた保護者は5名。入退院を繰り返している保護者も複数おられます。親亡き後の事を意識し、対応しています。その結果、ショートステイ体験が増えてきました。上牟田のGH等の利用者は1３名で、全体の３２．５％にあたる。生活介護とB型の利用者のGH利用者とSS利用者は、５７％にもなる。

上牟田で、利用者と保護者に「10年後は今の所に住んでいますか。親と住んでいますか。」という質問をしたら、保護者と利用者の間に違いが見られた。利用者はいつまでも保護者と一緒に住めるという思いを持っているが、保護者は兄弟等を含めた次なる生活の場を考えている状況が見えた。保護者の思いに寄り添い、支援のあり方を考えながら対応していく事が必要である。
　聴覚障がいを持つ方が上牟田に入ってこられた。会話は手話と板書等で対応している。利用者のほうが物おじせずに本人と関わろうとしている。頭で考えすぎているのか支援員が遅れている。利用者に学ばなければならない。
今後は多様な障がいのある方々に対応できる職員の資質を向上させる必要がある。若い実習生が来ると利用者の顔もほころびます。職場を活気づかせるためにも、若い支援員が必要である。

具体的な事業内容は次の通りです。
１　利用者状況　　　　　　　　　　　　　　　　平成３１年３月３１日現在
	項　目
	内　　容

	平均年齢
	４９．０歳（２４歳～６７歳）

	職員数
	１５名

	利用者居住区別

	東区５名、博多区９名、中央区３名、南区９名、城南区２名、早良区６名　西区５名　
市外1名　　　　　　　　　　　　　計４０名

	事業別利用者数・定員
	利用者（定員）
	男　性
	女　性

	就労継続支援事業Ａ型
	１７（１４）
	１０
	７

	就労継続支援事業Ｂ型
	１８（２０）
	１１
	７

	生活介護
	５（６）
	４
	１

	合　　計
	４０（４０）
	２５
	１５


２　年間開所日数及び利用者数（一日平均利用者数）　
	就労継続支援事業Ａ型
	２６８日
	３２０２人（１１．９人）

	就労継続支援事業Ｂ型
	２４３日
	３３４９人（１３．８人）

	生活介護
	２４３日
	５４６人（２．２人）


４　事業別活動状況　
（１）生活介護事業
・生活介護とB型を明確に分けることが出来るようになり、混在していた
生活介護の部屋を元の更衣室へ移動させた。それまではいろんな人が出
入りし集中力を欠く状況であったが、独立した部屋を確保することによ
り、利用者に落ち着きが出てきた。利用者の実態に合わせて、取り組み
を進めることが出来るようになった。
・情緒が不安定な利用者の支援に関しては、環境が変わって外的刺激が少
なくなり安定した日が増えた。現在は週3日午前中利用されている。今
後は主治医と相談しながら、利用時間延長の可能性を模索したい。
・折り紙やちぎり絵を利用したカレンダー作りに意欲的に取り組み、素敵な作品が出来た。個々の特性を生かした支援が出来た。
・運動不足解消として、博多フレンドホームでの「健美操」に参加したり、短いコースでの地域清掃にも取り組んだ。
・高齢化や成人病による視力障がいの利用者への対応は、セカンドオピニオンの診断と服薬で落ち着きを見せている。今後の生活のためにどのように支援をしていくか、職員研修や外部との連携等模索していきたい。
（２）就労継続支援事業Ａ型
・施設内就労2名が外部勤務になり、１０名体制でスタートした。支援員も3名体制で、スムースにスタートすることが出来た。
・仕事は昨年同様に愛宕浜・百道浜海浜公園の清掃と博多区の公園清掃、

並びに天神中央公園の清掃を実施した。
・藤田公園の除草作業は手取りなので、暑い中での作業は厳しかった。将
来、区役所が藤田公園に建て替わるので、藤田公園の除草作業は無くし、
出会い橋周辺の清流公園の除草作業に変えてもらった。

・丁寧な清掃実績を重ね、信頼を得て新年度も清掃を継続できた。
　　・新年度からは更に新しい仕事も入り込んできそうなので、今後の展開を

考えるきっかけにしていきたい。
・毎月2回、上牟田でモニタリングを含めた施設内作業を継続した。その
時、身だしなみや持ち物等の日常生活に関する課題を自己点検し、自ら
の気づきを支援してきた。さらに、個々の働く課題を明らかにしながら
支援を継続している。A型の仕事が今後も確実にあるという保証はない。

施設内作業経験や将来の事を意識した取組は、次年度も継続したい。
　・就労継続支援事業A型を取り巻く環境が年々厳しくなり、百道浜・愛宕
浜の海岸清掃作業と博多区の受託清掃作業を継続できるように、事務局
と連携しながら動いてきました。次年度も継続できるようになりました。

次年度も継続に向けた動きを進めながら、就労継続支援事業A型の今後
に関しての早急な対応が必要です。

（３）就労移行支援事業Ｂ型
・業者からの委託を受けてのホテルのカードキーケース作り・結婚式用ナ
フキンの埃取り・インターネット販売の箱詰め仕事の３本を中心に取り

組んできました。その他、西部ガスや育成会便りの封入封緘作業・ポン

ポン作り、自主製品としてポテトチップス作り、アルミ缶回収作業や樹
脂版印刷（電柱札印刷）等にも取り組みました。仕事依頼が切れ目なく続き、納品に追われる状況が続きました。支援のあり方を工夫することで、利用者が出来る仕事量や技能が向上し委託できる仕事も多くなりました。仕事を精査せざるを得なくなり、鹿児島茶の販売、ストールの埃取りと袋詰め・明太子の袋折り等は辞めることにしました。
　　・地域懇談会で仕事を探していますと伝えたら、上牟田の上にあるＧＨと

むの清掃作業が増えました。同じ建物でも施設外対応となるので、毎週

１回の清掃に取り組みました。年に数回、地域の方の家の除草にも取り

組んだ。
・結婚式ナフキンの埃取りは、8ケース（１ケース１０枚×３０セット）の週2回納品で16ケースをこなしています。仕事は定着し、作業技術は確実に向上しました。準備から片付けまで、細かな指示がなくても仕事を進めることが出来ています。
・ホテルのカードキーケース作りは、年間通しての仕事依頼が来て、かな
りの収入源となりました。支援ツールを開発し、確実に仕上げるように
なり苦情も亡くなりました。同時に、仕事上の信頼もでき急ぎの仕事も
入るようになりました。利用者も仕事に慣れて、下準備が間にあわない
ほどに作業量がアップしました。後半には、バゲージタグ製作の新しい
仕事も飛び込んできました。新年度にも新しい仕事の話も出ています。
・樹脂版印刷（シルクスクリーン）については、仕事量を少しずつ減らす
方向で進めています。工賃の再交渉を踏まえて今後を考えていきたい。
・食品作業のポテトチップスは、材料費に対して売り上げが伸びず、次年
度からは依頼があれば対応することにしました。今まで販売していたと
ころには、販売中止の対応をしました。

・箱詰めの仕事に関しては、上牟田から直接郵便局への納品仕事が増えま
した。その為に再度工賃の交渉を行い少しのアップになりました。相手
先が自分の思いでいきなり打ち合わせていない内容まで持ってくるので、
社長と施設長で再度確認の話し合いを行いました。現在は順調に進んで
います。

・年間通して着実に仕事を重ねることが出来ました。結果として、工賃を
更に向上させることが出来ました。平均工賃月額は、昨年の９，３１２
円から、更に上積みをして１３，４２２円まで上げることが出来た。区
分の重たい方が基準を超えているので、県への報告は２，０００円アッ
プの１５，４２２円になります。県の平均に近づいてきました。
・今年度の実績を踏まえて、次年度からの毎月の工賃支給は今年度の２倍
にします。
 就労継続Ｂ型事業平均工賃（月額）
	平均工賃月額
	作　業　内　容

	１３，４２２円
(29年度９、３１２円)
（28年度６、９７８円）
	カードキーケースとバゲージタグ作り・ナフキンの埃取り・箱詰め作業・西部ガスや育成会便りの封入封緘作業・ポンポン作り・ポテトチップス作り・アルミ缶回収作業・樹脂版印刷（電柱札印刷）・施設外作業（とむ清掃等）


５　余暇支援
（１）休日余暇活動　　
・休日の充実のため、毎月1回～４回の余暇支援を実施しました。サンサ
ンプラザや博多フレンドからの講師派遣を受けて、運動不足解消と健康
の維持のため軽運動やレクレーション、創作活動や調理を行いました。
それ以外は、利用者の楽しめる内容を工夫しながら、これまでが施設内
での活動が中心だったので、楽しみがこれからの生活に繋がるよう、様々

なイベントを利用しながら天神集合・解散の取り組みをさらに進めまし

た。昨年より参加者も増えてきました。
（２）イベントや招待行事等
・博多フレンドの取組として、空港作品展が計画され、上牟田も実行委員

として秋祭りで関わりを持っていたので、声をかけていただき作品展に

参加しました。余暇活動や生活介護で作成した作品等を展示しました。

国際線での展示でしたので、外国の方からのメッセージも多くありまし

た。

６　健康管理と防火管理等
・嘱託医による健康診断を年2回（6月と11月）実施しています。検診時、日常気になっている利用者の状況を相談し、嘱託医の診断を家庭につなげて検診に結び付けるように取り組んでいます。昨年度は初めて、よかドックや健康診断を希望者に対して実施することが出来ました。また、胸部レントゲン撮影も全員に実施しました。利用者の高齢化に伴い、健康支援の必要性が大きくなっているので、次年度もさらに推進していきたい。
・月に1度看護師による健康診断を実施しています。血圧や脈拍、体重や
腹囲等の測定は、結果をその都度グラフで分かりやすくして各家庭に報
告しています。
・避難行動の定着を図り、防災に関する意識を高めてもらうため、１年に２回、避難訓練を実施しました。1回目は火災避難訓練で2回目は地震対応の避難訓練を行いました。
今後も防災訓練の継続、定期的な建物の点検等を行い安全対策に努めます。
７　その他の取り組み
（１）旅行・日帰り旅行
・９月にバスハイクを実施しました。移動班のメンバーも参加して北九州の

いのちのたび博物館へ行きました。全員が楽しみにしている日帰り旅行な

ので、それぞれが楽しんでいました。
（２）利用者代表会（本人活動）
　　・本人部会のメンバーの多くが上牟田所属のため、可能な限りサポートを

しています。部会がなかなか広がらないので、次年度は余暇支援として本

人の声を聴く会に参加させたりしながら、取り組んでいきたいと考えてい

ます。
（３）保護者会との連携　　
・４月の総会とブロック会議等で保護者と話す機会を設けています。上牟

田の建物自体が狭小で保護者会を開催できる部屋が確保できません。会

長さんと電話連絡しながら連携を取っているところです。茶話会を始め

て上牟田で保護者会と全員で実施しました。好評だったので次年度も実

施の方向です。
　　・施設の実情を実際に見ていただく機会がないので、ボランティアと言う

形で、仕事の繁忙期に来ていただき、利用者と一緒に仕事をしながら施

設の状況を見ていただきました。
（４）職員研修
・県や市、社会福祉協議会等主催の研修の他に、民間団体や博多区内の研修に参加し、職員の資質向上とネットワークづくりに取り組みました。
日常の利用者支援に関して様々な場面で研修（OJT）を重ねました。特に後半施設に入られた、かーむの利用者に対する支援のあり方を通して、より具体的な職員研修になりました。これまで取り組んできた、「言葉支援」から「視覚支援」の対応や利用者目線での声かけ等。実践として試される機会となりました。また、作業に関しても「できない」ではなく、「できる」ためにはどうすればよいのか、指示がなくても自ら先を見て行動する姿や作業能力や技能の向上等具体的な利用者の変化を通し、支援に関しての自己研修は実りがありました。

・職員だけでの自主研修。仲間づくりの研修も継続され、職場の人間関係の

活性化に繋がっています。
（５）利用者送迎　
　　・西・東・南の３コースで送迎を行っています。送迎の範囲が広範囲にな

るので、事故への対応が気になります。安全運転で事故は起きていませ

んが、これからも安全に気を配り実施していきます。
８　地域との交流

・上牟田3丁目の役員総会を施設で実施しました。上牟田の町内への理解も進み、花見を初め、校区行事への参加も定着しました。
・３丁目の会長が変わり、上牟田への連携がさらに進みました。とても協力的になりました。

・９月の地域懇親バスツアーは台風の影響で中止になりました。

・１０月の地域清掃は上牟田も全員参加で取り組みました。利用者の素晴ら

しい活躍を地域に見せることが出来ました。日常的な地域清掃も可能な限り実施してきました。

　　・１０月の防災訓練には職員が参加しました。

　　・１１月の初めて地域の方を施設に招待しての地域交流を実施しました。

初回はカラオケ大会で盛り上がりました。

　　・例年実施の地域懇談会は寒い時期の実施でしたが、時期を早めて１１月

に開催しました。
９　苦情受付状況

・苦情は出なかった。今後も丁寧な対応に心掛けていきたい。
１０　地域における公益的な取り組み
・ライフレスキュー事業で、緊急対応としてＧＨを活用した対応に取り組

みました。
